
水
際
対
策
の
功
罪

感染抑制狙うも硬直な姿勢に批判

全
国
旅
行
支
援

事業終了を見据え収益力向上を
今
後
の
旅
行
業

目指すべきは旅行需要全体の拡大

旅
館
・
ホ
テ
ル
の
人
手
不
足

従業員の待遇改善不可欠か

兎
年

焦点 

観光業界のキーワード

（５） 第３１５６号第３種郵便物認可２０２３年（令和５年）１月１日（日曜日）

　国際便の運航も再開へ

　
２
０
２
２
年
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
収
束
の
動
き
は
見

ら
れ
ず
、
観
光
業
界
に
暗
い
影

を
落
と
し
た
。
イ
ン
・
ア
ウ
ト

バ
ウ
ン
ド
の
回
復
の
遅
れ
は
顕

著
で
、
特
に
政
府
の
水
際
対
策

は
日
本
へ
の
旅
行
を
望
む
外
国

人
観
光
客
の
大
き
な
壁
と
な
っ

た
。

　
感
染
者
増
を
抑
え
た
い
政
府

の
考
え
は
理
解
で
き
る
も
の

の
、
外
国
人
の
新
規
入
国
を
か

た
く
な
に
拒
む
姿
勢
は
観
光
業

界
の
み
な
ら
ず
、
経
済
界
か
ら

も
「
や
り
す
ぎ
で
は
な
い
か
」

と
批
判
さ
れ
た
。

　
観
光
関
連
の

団
体
・
企
業

は

年
４
月
、
自
民
党
観
光
立

国
調
査
会
に
水
際
対
策
の
緩
和

を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
。

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
国
際
往
来

を
再
開
し
て
い
る
欧
米
諸
国
等

と
の
差
は
大
き
く
、
国
際
競
争

力
の
低
下
は
否
め
な
い
」
と
し

て
、
①
観
光
目
的
の
入
国
の
早

期
再
開
②
入
国
者
数
の
制
限
撤

廃
③
外
務
省
感
染
症
危
険
情
報

レ
ベ
ル
の
見
直
し
―
を
求
め

た
。

　
要
望
書
は
、
水
際
対
策
が
続

け
ば「
経
済
的
に
は
も
ち
ろ
ん
、

旅
行
先
・
留
学
先
と
し
て
こ
れ

ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
わ
が
国

の
評
判
を
著
し
く
損
な
う
事
態

と
な
り
、
国
民
の
海
外
に
対
す

る
広
い
視
野
を
も
失
う
こ
と

で
、
国
力
の
低
下
を
招
き
、
や

が
て
は
世
界
に
必
要
と
さ
れ
な

い
国
に
な
り
か
ね
な
い
」
と
危

機
感
を
露
わ
に
し
た
。

　
経
済
を
回
す
べ
き
だ
と
い
う

世
論
に
押
さ
れ
て
か
、
政
府
は


年

月

日
、
入
国
者
数
の

上
限
の
撤
廃
や
外
国
人
の
個
人

旅
行
の
解
禁
な
ど
、
水
際
対
策

の
大
幅
緩
和
に
踏
み
き
っ
た
。

　
日
本
政
府
観
光
局
に
よ
る

と
、

月
の
訪
日
外
国
人
観
光

客
数
は

万
８
千
人
と
な
り
、

９
月
の

万
６
５
０
０
人
か
ら

大
き
く
増
え
た
。
緩
和
の
効
果

が
出
た
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
、

感
染
拡
大
前
の

年

月
は
約

２
５
０
万
人
だ
っ
た
か
ら
、
ま

だ
５
分
の
１
に
す
ぎ
な
い
。
中

国
が
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
を
と
り

出
入
国
を
厳
し
く
制
限
、
中
国

人
観
光
客
が
戻
っ
て
い
な
い
こ

と
が
こ
の
数
字
に
表
れ
て
い

る
。

　
緩
和
効
果
は
航
空
路
線
に
も

波
及
し
、
新
千
歳
空
港
で
は
コ

ロ
ナ
禍
で
運
休
し
て
い
た
国
際

線
の
運
航
再
開
が
相
次
い
で
い

る
。
例
え
ば
、
キ
ャ
セ
イ
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
航
空
は
新
千
歳
と
香

港
を
結
ぶ
便
の
運
航
を
お
よ
そ

２
年
９
カ
月
ぶ
り
に
再
開
さ
せ

た
と
い
う
。

　
町
な
か
や
観
光
地
で
外
国
人

観
光
客
を
見
る
機
会
も
増
え
て

き
た
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果

が
実
際
に
表
れ
始
め
る
の
は
も

う
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う

だ
。　
　
　
　
　【
内
井
高
弘
】

　
国
の
観
光
支
援
策
「
全
国
旅

行
支
援
」
は
１
月

日
に
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。
事
業
の

開
始
や
停
止
は
、
地
域
ご
と
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
を
踏
ま
え
て
都
道
府
県
が

判
断
で
き
る
が
、
観
光
庁
は
、

行
動
制
限
が
必
要
と
な
る
事
態

が
生
じ
な
い
限
り
、
実
施
す
る

方
針
を
示
し
て
い
る
。
第
８
波

が
懸
念
さ
れ
て
は
い
る
が
、
感

染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動

の
両
立
を
目
指
し
、
観
光
需
要

を
喚
起
し
た
い
考
え
だ
。

　
観
光
庁
が
当
初
、
宿
泊
実
績

な
ど
に
応
じ
て
都
道
府
県
に
配

分
し
た
全
国
旅
行
支
援
の
予
算

の
総
額
は
約
５
６
０
０
億
円
。

そ
の
残
額
に
加
え
、
１
月

日

か
ら
の
事
業
に
は
、
観
光
庁
が

「
新
た
な
Ｇ
ｏ
　
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ

ル
」
の
事
業
費
と
し
て
別
途
確

保
し
て
い
た
約
２
７
０
０
億
円

が
活
用
さ
れ
る
。

　
事
業
期
間
は
予
算
の
範
囲
内

で
都
道
府
県
が
設
定
し
、
予
算

の
消
化
状
況
に
応
じ
て
順
次
終

了
と
な
る
。

月
下
旬
の
時
点

で
発
表
さ
れ
て
い
る
情
報
で

は
、
終
了
時
期
を
３
月
末
の
予

定
と
し
て
い
る
都
道
府
県
が
多

い
よ
う
だ
。
年
明
け
以
降
の
事

業
は
、
一
般
的
に
旅
行
需
要
が

落
ち
込
む
冬
期
が
対
象
期
間

で
、
割
引
率
が

％
か
ら

％

に
引
き
下
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
割

引
上
限
額
や
平
日
の
ク
ー
ポ
ン

利
用
額
も
減
額
さ
れ
る
。
短
期

間
で
終
わ
ら
ず
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
前
ま
で
の
細
く
長
い

需
要
喚
起
策
と
な
れ
ば
本
来
は

理
想
的
だ
ろ
う
。

　
割
引
率
な
ど
を
引
き
下
げ
る

狙
い
は
、事
業
終
了
後
の
旅
行

需
要
へ
の
反
動
を
軽
減
す
る
た

め
だ
。国
の
財
政
支
援
に
よ
る

旅
行
費
用
割
引
は
、Ｇ
ｏ
　

Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
が
２
０
２
０
年
７
～


月
に
実
施
さ
れ
た
後
、
年

４
月
に
県
民
割
が
ス
タ
ー
ト
。

県
民
割
は
一
部
に
未
実
施
の
地

域
、中
断
し
た
期
間
が
あ
る
が
、

誘
客
範
囲
を
拡
大
し
な
が
ら
継

続
さ
れ
、
年

月
に
全
国
旅

行
支
援
に
移
行
し
た
。旅
行
費

用
の
割
引
に
多
額
の
予
算
が
投

じ
ら
れ
、そ
の
実
施
は
長
期
間

に
及
ん
で
い
る
。市
場
の
正
常

化
に
向
け
た
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
観
光
産
業
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
受
け
た
ダ
メ
ー
ジ
の
大
き
さ

か
ら
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
本
格

的
に
回
復
す
る
ま
で
の
間
、
長

期
に
わ
た
る
需
要
喚
起
策
の
実

施
を
期
待
す
る
声
も
あ
る
が
、

ア
フ
タ
ー
・
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

て
、
国
の
補
助
金
に
よ
る
割
引

に
依
存
せ
ず
と
も
、
旅
行
市
場

が
活
性
化
す
る
よ
う
な
準
備
を

進
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
観
光
産
業
は
、
人
手
不
足
、

借
入
金
の
返
済
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
原
材
料
価
格
の
高
騰
な
ど
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る

が
、
国
費
に
よ
る
観
光
需
要
喚

起
策
が
終
了
し
た
後
も
、
経
営

が
持
続
す
る
よ
う
収
益
力
向
上

な
ど
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
一
方
で
、
国
や
自
治

体
に
は
、
観
光
産
業
の
経
営
基

盤
の
強
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な

継
続
的
な
観
光
支
援
策
の
実
施

を
期
待
し
た
い
。　【
向
野
悟
】

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
移
動
制
限

を
受
け
て
縮
小
し
た
国
内
旅
行

需
要
が
戻
り
つ
つ
あ
り
、
大
手

旅
行
会
社
の
業
績
も
改
善
し
て

き
て
い
る
。
協
定
旅
館
ホ
テ
ル

連
盟
の
組
織
を
抱
え
る
大
手
３

社
の
中
間
決
算
状
況
で
も
そ
れ

が
見
て
取
れ
る
。

　
事
業
年
度
が
１
～

月
の
日

本
旅
行
か
ら
見
る
と
、
２
０
２

２
年
度
の
中
間
決
算
（
１
～
６

月
）
は
、
子
会
社
を
含
め
た
連

結
で
営
業
利
益
が
前
年
の

億

７
６
０
０
万
円
の
赤
字
か
ら


億
２
５
０
０
万
円
の
黒
字
に
転

換
し
た
。
純
利
益
で
も
前
年
の

６
億
円
の
赤
字
か
ら

億
７
５

０
０
万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の

年
度

の
中
間
決
算（
４
～
９
月
）は
、

営
業
利
益
が
前
年
の
３
３
０
億

７
９
０
０
万
円
の
赤
字
か
ら


億
５
８
０
０
万
円
の
赤
字
に
。

純
利
益
は

億
３
３
０
０
万
円

の
黒
字
か
ら

億
９
４
０
０
万

円
の
赤
字
と
な
っ
た
。
記
者
発

表
会
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
営
業
利
益
が

前
年
度
よ
り
も
２
８
４
億
２
１

０
０
万
円
改
善
し
た
こ
と
を
強

調
し
、
業
績
回
復
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
。
通
期
で
は
営
業
損
益
で

前
年
度
比
１
１
２
億
円
増
と
な

る

億
円
の
黒
字
、
最
終
利
益

で
も「
黒
字
を
見
込
ん
で
い
る
」

（
山
北
栄
二
郎
社
長
）
。

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
の

年
度
中

間
決
算
（
４
～
９
月
）
は
、
営

業
利
益
が
前
年
の

億
８
３
０

０
万
円
の
赤
字
か
ら

億
２
５

０
０
万
円
の
黒
字
に
転
換
し

た
。
純
利
益
は
、
前
年
同
期
か

ら

億
１
７
０
０
万
円
改
善
し


億
６
４
０
０
万
円
と
な
り
、

３
期
ぶ
り
の
黒
字
と
な
っ
た
。

通
期
連
結
業
績
で
も
黒
字
と
な

る
見
通
し
。

　
各
社
と
も
業
績
改
善
の
理
由

と
し
て
、国
内
旅
行
と
、企
業
、

行
政
か
ら
の
Ｂ
Ｐ
Ｏ
事
業
の
取

り
扱
い
拡
大
を
挙
げ
て
い
る
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
Ｂ
Ｐ
Ｏ
サ
ー
ビ
ス

や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
取
り
扱
い
が


年
度
の

億
円
か
ら
３
７
８
億

円
ま
で
伸
び
た
。
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ

Ｔ
Ｈ
Ｄ
も
、

年
度
の

倍
と

な
る
４
０
０
億
円
強
に
な
っ

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
旅
行
会
社

は
Ｏ
Ｔ
Ａ
に
押
さ
れ
転
換
期
を

迎
え
て
い
る
。
本
格
的
な
回
復

と
今
後
の
飛
躍
に
向
け
て
本
業

の
旅
行
業
に
お
い
て
、
こ
こ
数

年
の
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

ジ
ャ
パ
ン
」
で
テ
ー
マ
に
な
っ

て
い
る
「
新
し
い
旅
の
カ
タ
チ

の
提
案
」
が
重
要
に
な
る
。


年
大
会
で
は
「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
」
に
焦
点
を
当
て
た
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も

多
か
っ
た
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど

は
今
後
、
旅
行
に
備
わ
っ
て
い

な
い
と
い
け
な
い
必
要
条
件
に

な
る
だ
ろ
う
が
、
学
習
・
研
修

旅
行
を
除
い
て
旅
す
る
目
的
に

は
成
り
に
く
い
。

　
旅
行
業
界
が
目
指
す
べ
き
は

旅
行
需
要
全
体
の
拡
大
で
は
な

い
か
。
国
内
旅
行
で
は
、
「
連

泊
を
促
進
す
る
」
新
し
い
旅
の

カ
タ
チ
、「
地
域
を
周
遊
す
る
」

新
し
い
旅
の
カ
タ
チ
な
ど
の
創

造
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
【
板
津
昌
義
】

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
人
手
不
足

が
深
刻
だ
。
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン

ク
が
２
０
２
２
年

月
に
行
っ

た
「
人
手
不
足
に
対
す
る
企
業

の
動
向
調
査
」
で
は
、
正
社
員

を
不
足
と
す
る
割
合
が

・
４

％
と
、前
年
同
月（

・
８
％
）

比
で

・
６
㌽
増
と
大
き
く
上

昇
す
る
と
と
も
に
、
全

業
種

別
で
情
報
サ
ー
ビ
ス
（

・
１

％
）
に
次
ぐ
２
位
と
な
っ
た
。

３
位
以
下
は
飲
食
店
（

・
９

％
）
、
建
設
（

・
５
％
）
、

運
輸
・
倉
庫
（

・
８
％
）
な

ど
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

　
一
方
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
非

正
社
員
を
不
足
と
す
る
割
合
も


・
０
％
と
、
前
年
同
月
（


・
９
％
）
を
大
き
く
上
回
る
と

と
も
に
、
業
種
別
で
飲
食
店

（

・
３
％
）
に
次
ぐ
２
位
と

な
っ
て
い
る
。
非
正
社
員
の
不

足
割
合
は
こ
の
２
業
種
が
７
割

台
で
、
３
位
の
人
材
派
遣
・
紹

介
の

・
５
％
を
大
き
く
引
き

離
す
「
群
を
抜
い
た
高
水
準
」

と
な
っ
て
い
る
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
人
手
不
足

割
合
を
時
系
列
で
見
る
と
、
２

回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出

さ
れ
た

年
１
月
に
正
社
員
で

５
・
３
％
ま
で
低
下
。そ
の
後
、

上
昇
を
続
け
、

年
後
半
は
正

社
員
、
非
正
社
員
と
も
６
割
以

上
で
推
移
し
て
い
る
。

　
感
染
防
止
と
経
済
活
動
の
両

立
を
目
指
す
国
の
方
針
、
さ
ら

に
全
国
旅
行
支
援
や
水
際
対
策

緩
和
に
伴
い
、
旅
館
・
ホ
テ
ル

の
稼
働
率
は
国
が
実
質
的
な
行

動
制
限
を
行
っ
た
か
つ
て
に
比

べ
大
き
く
上
昇
。
今
後
の
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
期
で
は
、
国
内
外

の
旅
客
が
さ
ら
に
動
く
こ
と
は

必
至
だ
。
経
営
者
は
対
策
を
い

や
応
な
し
に
迫
ら
れ
る
。

　
本
紙
は
昨
年
、
全
国
の
旅
館

経
営
者
に
人
手
不
足
対
策
に
つ

い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。
経
営

者
Ａ
氏
は
①
社
員
の
待
遇
改
善

②
業
務
の
効
率
化
③
１
泊
朝
食

付
き
や
素
泊
ま
り
プ
ラ
ン
の
積

極
販
売
―
の
三
つ
を
実
践
し
て

い
る
と
指
摘
。
Ｂ
氏
は
「
定
年

延
長
し
た
高
齢
者
ス
タ
ッ
フ
や

人
文
知
識
の
ビ
ザ
を
取
得
し
た

外
国
人
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
て

対
応
し
て
い
る
」
と
い
う
。

　
「
労
働
集
約
型
産
業
の
旅
館

に
と
っ
て
は
今
後
も
深
刻
な
経

営
課
題
で
あ
る
と
認
識
す
る
」

と
い
う
Ｃ
氏
は
、
「
こ
こ
２
～

３
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
な
が

ら
、
新
卒
採
用
に
例
年
よ
り
も

コ
ス
ト
を
か
け
た
。
大
企
業
を

含
め
、
新
卒
採
用
を
ス
ト
ッ
プ

す
る
企
業
が
多
く
、
中
小
零
細

に
と
っ
て
は
ま
た
と
な
い
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
と
考
え
た
た
め

だ
」
。
Ｄ
氏
も
「
先
を
見
込
ん

で
こ
の
機
会
を
チ
ャ
ン
ス
と
思

い
、
２
年
間
で

人
を
新
規
採

用
し
た
」
と
言
う
。

　
「
今
現
在
の
人
手
不
足
感
は

な
い
」
と
い
う
Ｄ
氏
だ
が
、
そ

れ
で
も
「
お
客
さ
ま
が
戻
っ
て

き
た
際
に
は
人
の
取
り
合
い
が

始
ま
り
、
人
手
不
足
が
生
じ
る

と
思
う
」
と
懸
念
。
あ
る
識
者

は
「
サ
ー
ビ
ス
に
付
加
価
値
を

付
け
て
単
価
を
伸
ば
し
、
従
業

員
に
還
元
す
る
。
こ
の
好
循
環

が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
指
摘

す
る
。
　
　
　
　
【
森
田
淳
】

　
２
０
２
２
年
の
観
光
業
界
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た
も
の
の
、
秋
以
降
は
水
際
対

策
の
大
幅
緩
和
や
「
全
国
旅
行
支
援
」
の
開
始
に
よ
り
、
人
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き

た
。
不
安
要
素
は
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
が
、
「
兎
年
（
う
さ
ぎ
ど
し
）
」
の

年
、
跳

ね
る
よ
う
に
希
望
を
も
っ
て
前
に
進
み
た
い
。
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
（
全
国
旅
行
支
援
、

水
際
対
策
の
功
罪
、
旅
館
の
人
手
不
足
、
今
後
の
旅
行
業
）
を
取
り
上
げ
た
。


